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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区
総
会
・
記
念
講
演

日
時　

３
月
30
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

保
険
医
会
館

講
師　

尾
内
康
彦
氏
（
大
阪
府
保
険
医
協
会
事
務
局
次
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

50
人

患
者
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る「
技
術
」

４
月
度
生
涯
研
修

日
時　

４
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

鈴
木
哲
也
氏
（
東
京
医
科
歯
科
大
学
歯
学
部
口
腔
保

健
工
学
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「
顎
堤
吸
収
の
著
し
い
下
顎
無
歯
顎
症
例
へ
の
対
応
」

よ
い
義
歯
と
だ
め
な
義
歯
を
分
け
る
７
つ
の
ル
ー
ル

日
時　

４
月
13
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

会
費　

千
円

講
師　

 

原
田
丈
司
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
口
腔

外
科
学
第
一
教
室
助
教
）

定
員　

１
０
０
人
（
要
事
前
申
込
み
）

内
容　

 

①
偶
発
症
に
対
す
る
緊
急
時
の
対
応
、②
医
療
事
故
、

③
感
染
症
対
策
等
の
医
療
安
全
対
策

対
象　

 

会
員
本
人
に
限
る
。
な
お
、
開
催
途
中
に
入
退
場
さ

れ
る
場
合
は
修
了
証
を
発
行
い
た
し
ま
せ
ん

「
歯
科
外
来
診
療
環
境
体
制
加
算
」の
施
設
基
準
に

係
る
研
修
会

社
保
講
習
会

日
時　

４
月
27
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

※
「
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
（
２
０
１
２
年
４
月
版
）」
を

ご
持
参
く
だ
さ
い

返
戻
事
例
と
突
合
・
縦
覧
点
検
、算
定
日
記
載
に
よ
る
審
査

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
総
会
・
記
念
講
演

日
時　

３
月
30
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
９
時

会
場　

 

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺
（
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
「
堺
市
」
駅
下
車

３
分
）

講
師　

小
倉
孝
文
氏
（
市
立
堺
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

50
人

患
者
を
口
腔
外
科
に
紹
介
す
る
時
の
注
意
点

口
腔
粘
膜
疾
患
か
ら
周
術
期
口
腔
機
能
管
理
ま
で

盆踊りが盛大に行われる広々とした境内

左
か
ら
嶋
田
一
郎
、
村
田
雄

子
、
笹
野
弘
子
の
各
氏　
　

248

夏
の
陣
伝
え
る
本
堂
の
血
天
井

常
光
寺

常
光
寺

　

カ
ミ
ュ
生
誕
１
０
０
周
年

で
、未
完
の
遺
作
で
あ
る「
最
初

の
人
間
」
が
映
画
化
さ
れ
た
。

今
は
、
ほ
と
ん
ど
話
題
に
上
る

こ
と
の
な
い
カ
ミ
ュ
だ
が
、「
不

条
理
」「
反
抗
」
と
い
う
言
葉

は
、
今
こ
そ
思
い
返
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
だ
と
思
う
。

　

私
達
歯
科
界
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
ま
さ
に
極
寒
の
中
に
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
状
況
の

中
、
私
た
ち
は
た
だ
う
ず
く
ま

り
、
誰
か
が
温
め
て
く
れ
る
の

を
待
っ
て
い
る
と
い
う
様
に
し

か
思
え
な
い
。

　

新
自
由
主
義
に
哲
学
は
な

い
。
拝
金
主
義
の
人
間
疎
外
の

論
理
し
か
な
い
。
少
し
荒
っ
ぽ

い
が
、
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ

の
文
学
に
哲
学
は
な
い
。
哲
学

と
は
、「
人
間
の
存
在
」
を
考
え

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

哲
学
の
な
い
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ

リ
カ
風
の
思
考
か
ら
自
ら
の
利

　

八
尾
は
歴
史
の
あ
る
街
で

由
緒
あ
る
も
の
が
多
い
。
こ

の
常じ
ょ
う
こ
う
じ

光
寺
も
そ
の
一
つ
だ
。

寺
は
八
尾
市
街
地
に
あ
り
、

お
盆
に
は
盆
踊
り
の
メ
ー
ン

会
場
に
な
る
。
境
内
の
櫓

や
ぐ
ら

を

囲
ん
で
幾
重
も
の
輪
が
で

き
、
有
名
な
流
し
正
調
河
内

音
頭
に
乗
っ
て
踊
り
の
輪
が

動
く
。
寺
の
周
り
に
は
数
多

く
の
屋
台
が
立
ち
並
び
、
20

年
前
ま
で
は
八
尾
市
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

　

最
近
、
踊
り
時
間
の
短
縮

も
相
ま
っ
て
、
踊
り
を
楽
し

む
人
波
は
少
な
く
な
っ
た
。

基
菩
薩
が
創
建
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
室
町
時
代
の

初
め
康
応
元
年
足
利
義
満

が
、
当
寺
の
住
職
・
通つ
う

玄げ
ん

和

尚
に
『
常
光
寺
』・『
初
日

代
の
争
い
で
、
楠
正
成
の
家

臣
の
八や

尾お

別べ
っ

当と
う

顕あ
き

幸ゆ
き

が
南
朝

の
た
め
に
戦
っ
た
。
ま
た
、

元
和
元
年
の
大
坂
夏
の
陣
の

合
戦
で
も
、
西
軍
の
長
曽
我

時
代
の
変
遷
の
為
な
の
だ
ろ

う
か
、
こ
の
界
隈
は
昔
の
活

気
が
な
く
な
っ
た
。

　

常
光
寺
は
臨
済
宗
南
禅
寺

派
に
属
し
、
奈
良
時
代
の
初

め
聖
武
天
皇
の
勅
願
で
、
行

山
』
の
扁へ

ん

額が
く

を
奉
納
さ
れ
、

こ
の
時
か
ら
初
日
山
常
光
寺

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

長
い
歴
史
の
中
で
、
こ
の

地
で
大
き
な
争
い
が
あ
っ

た
。
そ
の
一
つ
が
南
北
朝
時

部
隊
と
東
軍
の
先
鋒
藤
堂
隊

と
の
激
戦
地
と
な
り
、
藤
堂

高
虎
は
西
軍
戦
死
者
の
首
改

め
を
こ
の
常
光
寺
で
行
っ

た
。
そ
の
痕
跡
で
あ
る
一
面

に
血
の
跡
が
し
み
つ
い
た
床

堂
内
で
今
で
も
見
ら
れ
る
。

　

常
光
寺
の
本
尊
は
平
安
時

代
初
期
に
作
ら
れ
た
、
等
身

大
の
地
蔵
菩
薩
木
彫
立
像

で
、
安
産
の
霊
験
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
足
利
三
代

将
軍
義
満
公
の
筆
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
山
門
の
常
光
寺
扁

額
は
、
義
満
公
が
康
応
元
年

高
野
山
参
詣
の
帰
途
、
こ
の

額
を
自
ら
揮
毛
し
て
寄
進
し

た
も
の
だ
。

　

境
内
の
隅
に
は
大
坂
城
築

城
の
残
り
石
で
１
３
０
㌢
角

の
巨
石
も
あ
る
。
こ
の
ほ
か

に
足
利
利
光
、
藤
堂
高
虎
、

徳
川
家
康
、
以
心
崇
伝
の
古

文
書
も
保
存
さ
れ
て
い
る
ら

し
い
。

　

常
光
寺
に
一
度
足
を
踏
み

入
れ
れ
ば
、
数
多
い
歴
史
的

遺
物
に
接
し
、
し
ば
し
の

間
、
時
を
忘
れ
て
見
入
っ
て

し
ま
う
。

 

（
新
聞
部
・
伊
津
進
弘
）

　

何
か
重
圧
を
常
に
感
じ
て
い

る
と
思
う
な
ら
、
今
の
状
況
を

問
い
直
し
て
み
よ
う
。
歯
科
疾

患
を
適
正
に
治
療
し
た
と
き
、

今
の
診
療
報
酬
で
十
全
だ
ろ
う

か
。
歯
科
医
も
患
者
も
満
足
で

き
る
診
療
報
酬
で
は
な
い
は
ず

だ
。
で
は
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
た

の
か
。
い
か
で
そ
れ
を
諾
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

「
人
間
」
と
し
て
の
生
活
を
手

に
し
た
け
れ
ば
、
状
況
を
沈
思

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

状
況
と
い
え
ば
、
例
え
ば
反

原
発
、
反
貧
困
、
震
災
復
興
な

ど
、
私
達
と
同
じ
不
条
理
を
抱

え
た
人
達
も
い
る
。
少
し
酔
い

を
醒
ま
せ
、
こ
の
状
況
の
「
不

条
理
」
を
観
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
民
主
主
義
が
自
ら
勝
ち
取

る
物
で
あ
る
な
ら
、
本
来
の
歯

科
医
療
も
私
達
の
手
で
実
現
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
今

の
状
況
を
認
識
す
る
こ
と
が
端

緒
を
開
く
。「
反
抗
」は
、人
間
ら

し
い
生
活
を
保
障
し
な
い
状
況

に
「
ノ
ン
」
と
い
う
こ
と
だ
。

益
を
優
先
す
る
経
済
体
制
が
生

ま
れ
た
。
そ
れ
が
人
間
疎
外
の

論
理
を
内
包
す
る
新
自
由
主
義

で
あ
り
、
そ
の
新
自
由
主
義
に

酩
酊
し
て
い
る
の
が
、
今
私
達

を
取
り
巻
く
状
況
で
あ
ろ
う
。

　

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は
、
政
官
財

そ
し
て
マ
ス
コ
ミ
が
一
体
と
な

り
、
日
本
の
実
情
を
考
慮
す
る

こ
と
な
く
新
自
由
主
義
を
取
り

入
れ
た
こ
と
が
、
今
日
の
日
本

の
衰
退
を
招
い
て
い
る
と
言
っ

て
い
る
。

　

日
本
の
民
主
主
義
は
、
観
客

民
主
主
義
だ
と
言
わ
れ
る
。

「
不
条
理
に
反
抗
」
す
る
の
で

は
な
く
、
誰
か
が
「
こ
の
状
況

を
打
開
し
て
く
れ
る
」
と
考
え

る
の
だ
。
不
条
理
と
は
、
理
性

を
保
っ
た
ま
ま
世
界
に
対
峙
す

る
と
き
に
現
れ
る
不
合
理
性
で

あ
り
、
そ
の
不
合
理
性
を
凝
視

し
つ
づ
け
る
こ
と
を
「
反
抗
」

と
カ
ミ
ュ
は
言
う
。

不条理の感覚を呼び覚ませ
大西　和典（高槻市）

　

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の

会
は
２
月
23
日
、「
よ
り
よ

い
摂
食
・
嚥
下
障
害
リ
ハ
の

た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

保
険
医
会
館
で
開
き
、
41
人

が
参
加
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト

は
歯
科
医
師
の
村
田
雄
子
、

内
科
医
の
嶋
田
一
郎
、
管
理

栄
養
士
の
笹
野
弘
子
の
３

氏
。

　

村
田
氏
は
摂
食
・
嚥
下
障

害
の
症
状
を
解
説
。
食
事
時

の
誤
嚥
を
見
極
め
る
サ
イ
ン

と
し
て
①
む
せ
や
咳
き
込
み

②
痰
の
増
加
③
食
べ
こ
ぼ
し

④
食
事
時
間
の
延
長
の
４
ポ

イ
ン
ト
を
紹
介
し
た
。

　

嶋
田
氏
は
摂
食
・
嚥
下
障

害
の
３
大
原
因
で
あ
る
脳
血

管
障
害
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
、
認
知
症
に
つ
い
て
解

説
。
そ
れ
ぞ
れ
の
病
態
か
ら

生
じ
る
様
々
な
障
害
と
の
関

連
か
ら
摂
食
・
嚥
下
障
害
を

捉
え
る
必
要
性
を
述
べ
た
。

身
体
の
機
能
低
下
か
ら
摂
食

で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、
口

の
機
能
低
下
に
拍
車
が
か
か

り
、
口
腔
内
の
衛
生
状
態
が

悪
化
し
、
肺
炎
の
危
険
度
が

高
ま
る
と
し
、
さ
ら
に
は
食

べ
る
楽
し
み
を
失
い
、
喋
る

気
力
を
奪
う
な
ど
患
者
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
低
下
に
つ
な
が
る
と
指

摘
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
歯
科

と
連
携
し
た
口
腔
ケ
ア
や
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要

で
あ
る
と
強
調
し
た
。

　

笹
野
氏
は
、
ミ
キ
サ
ー
固

形
食
導
入
の
成
果
に
つ
い
て

実
例
を
交
え
て
報
告
。
見
た

目
が
悪
く
、
食
べ
づ
ら
く
、

食
べ
残
し
も
多
か
っ
た
従
来

の
ミ
キ
サ
ー
食
に
比
べ
、
ミ

キ
サ
ー
固
形
化
食
は
ソ
フ
ト

食
の
物
性
（
①
舌
で
つ
ぶ
せ

る
固
さ
②
食
塊
と
し
て
ま
と

ま
る
③
喉
の
す
べ
り
が
良

い
）
を
実
現
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
指
摘
。
利
用
者
目

線
で
提
供
で
き
る
こ
と
か
ら

利
用
者
の
食
欲
が
湧
き
、
Ｑ

Ｏ
Ｌ
の
向
上
に
つ
な
が
る
と

強
調
し
た
。

 

（
城
東
区
・
玉
川
尚
美
）

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

摂
食
・
嚥
下
で
シ
ン
ポ

板
を
、
天
上

に
上
げ
た

『
常
光
寺
血

天
井
』
が
本

談
話
室　

だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室


